
㈲佃号29第要紀部養教学伏創

連

体

の

構

造

(五
)

形
式
化
と
準
体

石

神

照

雄

一二三四五六

目

次

は
じ
め
に

連
体
の
形
式
化

山
田
文
法
に
於
け
る
用
言
の
体
言
化

「省
約
準
体
言
」
の
構
造
と

「補
充
連
体
」

「準
体
句
」
「代
表
準
体
言
脇
の
構
造
と

「転
換
連
体
」

お
わ
り
に

は
じ
め
に

構
文
論
に
於
け
る
連
体
と
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
体
言

へ
の
あ
る
種

の
成
分

の
連
接
関
係
を
指
し
て
言
う
も

の
で
あ

る
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
代
表
的
な
種
類

を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
体

言

(
A

)

ノ
体

言

(
B
)

[
A

/

B

]

・
用
言

連

体

形

(
a
)

体

言

(
B

)

[
a
B
]

と

い
う
よ
う
に
、

二
つ
の
体
言
を
助
詞

ノ
を
介
し
て
結
舎
す
る

[A
/
B
]
形

式
と
、
用
言

の
連
体
形
と
体
言
と
に
よ
る

[
a
B
]
形
式

で
あ
る
。
尚
、
こ
の

場
合

の
用
言
は
単
独

の
も

の
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
に
先
行
す
る
成
分
を
支
配

す
る
と
共
に
体
言

へ
と
連
接
す
る
と

い
う
、
言
わ
ぽ
述
語
的
機
能
を
内
包
す
る

こ
と

で
連
体
関
係
を
構
成
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ

の
他

に
も
連
体
関
係
を
構
成

す
る
も
の
と
し
て
は
、
連
体
詞
、
連
体
法
の
謝
詞
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の

で
あ

る
が
、
「連
体
修
飾
」
と
も
称
す
る
こ
の
関
係

の
代
表
と
し
て
は
、
体
言

へ
の
連
な
り

の
姿
と
い
う
点
で
、
連
体
格
の
助
詞
ノ
を
介
す
る
も
の
、
そ
れ
自

体
に
よ
る
も
の
と
い
う
右
の
二
つ
を
代
表
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
に
先
立

つ
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
用
言

の
連
体
形
に
よ
る

連
体
関
係
に
は
、

(
1
)

秋
刀
魚
を
焼
く
少
年

(
2
)

秋
刀
魚
を
焼
く
仕
事

と
い
う
よ
う

に
、
外
形
的
に
は
用
言
連
体
形

体
言
と
し
て
同

一
で
あ
る
も

の

の
、
意
味
的
関
係
よ
り
す
れ
ぽ
そ
の
内
部
構
造
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
分

析
を
行

っ
て
き

た

(参
考
文
献
②
③
④
⑤
)。
そ
こ
で
は
、
(
1
)
の
系
統

の
も

の
を

「補
充
連
体
」
、
(
2
)
の
系
統

の
も

の
を

「転
換
連
体
」
と
称
し
た
の
で

あ

る
が
、

こ
れ
ら
の
異
な
り
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ

り
、
(
1
)
を

「内

の
関
係
」
、
(
2
)
を

「外

の
関
係
」
と
呼
ぶ
違

い
に
相
当
す
る

(参
考
文

献
⑦
)。
但
し

「
内
の
関
係
」
「
外
の
関
係
」
と
い
う
区
別

の
考
・兄
に
は
、
全
体

の
中

で

「内

の
関
係
」

の
剰
余
を

「外
の
関
係
」
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
り
、
「外

の
関
係
」
と

「
転
換
連
体
」

の
分
析
と
は
必
ず
し
も
同

一
で
は

な
い
。
「
内
の
関
係
」

の
連
体
を
把
握
す
る
根
拠

は
、
連
体

の
関
係
を
構
成
し
て
い

)(1
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る
用
言
（
先
行
成
分
を
含
む
）
と
体
言
と
で
、
そ
の
原
型
と
な
る
文
を
構
成
で

き
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
へ
と
関
係
を
戻
し
た
場
合
、
体

言
と
用
言
と
の
組
み
合
わ
せ
で
補
充
関
係
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
の
例
文
で

　
　
（
1
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
少
年

　
　
（
1
1
a
）
　
少
年
が
秋
刀
魚
を
焼
く
。
［
主
体
］

　
　
（
2
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
仕
事

　
　
（
2
－
a
）
　
＊
仕
事
▽
秋
刀
魚
を
焼
く
。
［
P
］

と
い
う
よ
う
に
、
「
少
年
」
が
動
詞
「
焼
く
」
を
述
語
と
す
る
文
の
構
成
の
中

に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
仕
事
」
は
対
応
す
る
構
文
成
分
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

の
関
係
を
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ぽ
、

（
3
）

（
3

（
4
）

（
4

（
5
）

　
　
（
5
－
a
）

　
　
（
6
）

　
　
（
6
1
a
）

と
い
っ
た
も
の
を
、

の
連
体
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
構
成
す
る
中
核
と
し
て
、

　
　
（
［
主
体
］
［
対
象
］
［
用
旦
ハ
］
［
時
間
］
［
空
間
］
）
・
焼
ク

と
表
示
で
き
る
よ
う
な
意
味
的
論
理
関
係
を
具
有
す
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
構
文
上
の
補
充
関
係
は
、
用
言
を
述
語
と
す
る
こ
と
で
、
意
味
的

論
理
関
係
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
各
々
の
関
係
項
目
が
文
の
成
分
と
し
て
構
文
上

少
年
が
焼
く
秋
刀
魚

a
）
　
少
年
が
秋
刀
魚
を
焼
く
。
［
対
象
］

秋
刀
魚
を
焼
く
七
輪

a
）
　
（
少
年
が
）
七
輪
で
秋
刀
魚
を
焼
く
。
［
用
具
］

秋
刀
魚
を
焼
く
夕
暮
れ

　
　
　
（
少
年
が
）
夕
暮
れ
に
秋
刀
魚
を
焼
く
。
［
時
間
］

秋
刀
魚
を
焼
く
庭

　
　
　
（
少
年
が
）
庭
で
秋
刀
魚
を
焼
く
。
［
空
間
］

　
　
　
動
詞
「
焼
く
」
の
補
充
関
係
に
対
応
す
る
「
内
の
関
係
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
、
動
詞
「
焼
く
」
が
事
態

に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
補
充
関
係
に
あ
る
構
文
に
於
て
、
補
充

成
分
の
或
も
の
が
述
語
用
言
の
前
か
ら
脱
落
し
、
そ
の
後
の
位
置
に
再
生
さ
れ

た
と
い
う
内
部
構
造
を
設
定
で
き
る
も
の
が
「
内
の
関
係
」
の
連
体
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
補
充
関
係
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
、
連
体
の
関

係
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
に
至
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
か
ら
「
補
充
連

体
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ
で
、
連
体
の
基
盤
と
な
る
文
を
、
判
断
の
質
と
い
う
面
か
ら
捉
え
る
な

ら
ぽ
、
「
補
充
連
体
」
で
は
、
右
の
例
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
現

象
文
が
原
型
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

　
現
象
文
と
は
、
事
態
を
実
体
と
属
性
と
の
関
係
と
し
て
分
析
し
、
こ
れ
を
そ

れ
ぞ
れ
の
表
現
で
あ
る
体
言
と
用
言
と
の
相
関
と
し
、
格
助
詞
で
結
合
し
表
現

す
る
も
の
で
あ
る
。
分
析
さ
れ
る
属
性
の
あ
り
方
に
対
応
し
て
実
体
の
側
に
所

謂
格
の
分
化
が
生
じ
関
係
項
目
の
種
類
が
分
か
れ
る
。
関
係
項
目
の
種
類
の
束

と
属
性
と
の
相
関
が
構
文
上
の
補
充
関
係
成
立
の
根
拠
で
あ
る
。
具
体
的
な
事

態
を
分
析
し
表
現
す
る
に
際
し
て
、
現
象
文
を
構
成
す
る
体
言
（
群
）
と
用
言

は
、
全
体
で
あ
る
事
態
を
構
成
す
る
部
分
と
し
て
相
互
に
補
完
す
る
役
割
を
担

う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
関
係
を
、
被
連
体
の
体
言
に
、
連
体
関
係
と
し
て
凝
縮

し
担
わ
せ
た
も
の
が
、
即
ち
「
補
充
連
体
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
被
連
体
の
体
言

は
、
現
象
文
が
有
す
る
具
体
的
な
事
態
関
係
を
担
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
関

係
を
自
ら
の
特
徴
と
し
て
表
示
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
「
転
換
連
体
」
と
称
し
た
（
2
）
で
は
、

　
　
（
2
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
仕
事

　
　
（
2
－
b
）
　
（
コ
ノ
）
仕
事
（
ノ
内
容
）
ハ
秋
刀
魚
を
焼
く
（
コ
ト
ダ
）
。

と
い
う
よ
う
に
、
原
型
の
文
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
原
型
の
文
は
、

被
連
休
の
体
言
「
仕
事
」
と
連
体
成
分
「
秋
刀
魚
を
焼
く
」
と
が
、
実
体
の
表

現
と
属
性
の
表
現
と
し
て
各
々
の
表
現
の
性
質
は
異
な
る
も
の
の
、
係
助
詞



連体の構造㈲
（3）

「
ハ
」
で
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
が
実
質
的
に
等
し
い
関
係
に
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
「
仕
事
」
の
内
容
と
し
て
あ
る
も
の
が
「
秋
刀
魚
を
焼

く
」
コ
ト
で
あ
る
と
い
う
了
解
が
な
さ
れ
る
。
「
秋
刀
魚
を
焼
く
」
が
内
容
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
「
仕
事
」
は
形
式
と
し
て
、
各
々
が
対
象
の
全
体
的
な
姿
を

代
表
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
象
に
対
す
る
形
式
と
内

容
の
関
係
を
表
現
す
る
文
を
論
理
文
と
称
す
る
。
論
理
文
は
、
対
象
の
論
理
を
、

対
象
の
実
体
的
表
現
と
そ
の
固
有
の
性
質
の
表
現
と
い
う
二
項
で
枠
付
け
し
係

助
詞
「
ハ
」
を
統
合
の
支
点
と
す
る
こ
と
で
表
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
論
理
文
を
原
型
の
文
と
す
る
「
転
換
連
体
」
で
は
、
連
体
成
分
の
用

言
と
被
連
体
の
体
言
と
は
実
質
的
に
等
価
で
あ
る
。

　
現
象
文
を
原
型
と
す
る
「
補
充
連
体
」
に
於
い
て
は
、
連
体
成
分
の
用
言
と

被
連
体
の
体
言
と
は
、
全
体
で
あ
る
事
態
を
構
成
す
る
部
分
と
し
て
相
互
に
補

完
す
る
関
係
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
論
理
文
を
原
型
と
す
る
「
転

換
連
体
」
に
於
い
て
は
、
連
体
成
分
の
用
言
と
被
連
体
の
体
言
と
は
、
何
れ
も

が
他
に
対
し
て
全
体
を
構
成
す
る
部
分
と
し
て
補
完
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
表
現
す
る
在
り
方
そ
れ
自
体
で
全
体
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
あ

る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
「
転
換
連
体
」
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
加
え
て
お
く
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
　
（
7
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
事
件

　
　
（
7
－
a
）
　
（
コ
ノ
）
事
件
（
ノ
内
容
）
ハ
秋
刀
魚
を
焼
く
（
コ
ト
ダ
）
。

　
　
（
8
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
話

　
　
（
8
－
a
）
　
（
コ
ノ
）
謡
（
ノ
内
容
）
ハ
秋
刀
魚
を
焼
く
（
コ
ト
ダ
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
連
体
の
関
係
を
「
補
充
連
体
」
と
「
転
換
連
体
」
と

し
て
分
析
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
体
関
係
で
被
連
体
の
体
言
の
在

り
方
を
実
質
的
な
も
の
か
ら
形
式
的
な
も
の
へ
と
展
開
し
て
見
る
と
き
、
連
体

の
分
析
は
、
山
田
文
法
で
「
用
言
が
名
詞
の
資
格
を
う
る
種
々
の
段
階
」
（
参

考
文
献
⑪
、
七
六
四
頁
以
下
）
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
準
体
句
」
な
い
し

は
「
準
体
言
」
と
称
さ
れ
る
所
謂
「
準
体
」
の
構
造
の
問
題
と
関
連
す
る
も
の

と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
ま
で
の

検
討
で
も
必
要
に
応
じ
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
連
体
と
関
連
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
「
準
体
」
の
構
造
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
　
連
体
の
形
式
化

　
さ
て
、
先
に
示
し
た
「
補
充
連
体
」
「
転
換
連
体
」
は
、

　
　
（
1
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
少
年

　
　
（
2
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
仕
事

で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
被
連
体
の
体
言
は
、
通
常
の
名
詞
、
所
謂
実
質
的
概
念

を
表
す
普
通
名
詞
を
被
連
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
（
1
）
の
「
少
年
」

は
原
型
の
文
で
は
主
語
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
体
言
が
表
す
実
体

と
し
て
の
概
念
の
抽
象
度
を
高
め
、
こ
れ
を
名
詞
句
と
し
て
文
に
組
み
込
む
な

ら
ぽ
、

　
　
（
9
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
少
年
は
太
郎
で
す
。

　
　
（
1
0
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
子
供
は
少
年
で
す
。

　
　
（
1
1
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
男
は
子
供
で
す
。

　
　
（
1
2
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
者
（
も
の
）
は
太
郎
で
す
。

と
い
っ
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
1
0
×
1
1
×
1
2
）
は
、
い
ず
れ
も
「
少

年
」
の
上
位
の
概
念
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
子
供
」
「
男
」
が

「
少
年
」
と
同
様
に
単
独
で
文
の
主
語
の
位
置
に
も
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
に

対
し
、
「
者
」
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
「
少
年
」
「
子
供
」
「
男
」
は
相
互
に
は

概
念
の
水
準
が
異
な
る
も
の
の
、
普
通
名
詞
で
あ
る
。
「
方
笥
者
」
は
、
形
式

　
　
　
（
注
2
）

名
詞
で
あ
る
。
こ
の
「
者
」
に
相
当
す
る
形
式
名
詞
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
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あ
る
。

　
　
（
1
3
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
奴
（
や
つ
）
は
太
郎
で
す
。

　
　
（
1
4
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
方
（
か
た
）
は
太
郎
で
す
。

　
　
（
1
5
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
人
（
ひ
と
）
は
太
郎
で
す
。

　
形
式
名
詞
「
者
」
「
奴
」
「
方
」
「
人
」
は
、
実
体
概
念
を
表
す
も
の
と
し
て

「
人
間
」
と
い
う
範
躊
を
類
と
し
て
表
示
は
す
る
が
、
普
通
名
詞
の
よ
う
に
単

独
で
は
機
能
し
な
い
。
但
し
普
通
名
詞
の
用
法
と
し
て
は
別
の
こ
と
。

　
ま
た
、
形
式
名
詞
の
概
念
水
準
を
更
に
上
げ
る
こ
と
で
、

　
　
（
1
6
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
の
は
太
郎
で
す
。

と
い
う
形
式
名
詞
「
の
」
に
よ
る
連
体
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
］
部
の

形
式
名
詞
に
は
、
普
通
名
詞
と
し
て
の
も
の
と
形
態
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
補
充
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

形
式
名
詞
「
の
」
に
よ
る
連
体
は
、

　
　
（
1
6
－
a
）
P
の
が
秋
刀
魚
を
焼
く
。

と
し
て
、
意
味
の
あ
る
文
と
し
て
の
把
握
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
（
！
6
）
の
連
体
を
、
所
謂
「
内
の
関
係
」
の
「
補
充
連
体
」
で
は
な
く
、

「
外
の
関
係
」
の
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
起
き
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
用
言
の
後
に
位
置
す
る
体
言
を
掘
り
起
こ
し

用
言
の
前
に
埋
め
戻
す
と
い
う
形
式
的
な
処
理
を
行
っ
た
結
果
が
具
体
的
意
味

を
喚
起
し
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
連
体
の
内
部
構

造
の
分
析
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
処
理
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
被
連
体
の
体
言
を
実
質
概
念
を
表
す
普
通
名
詞
か
ら
抽
象
的

な
形
式
名
詞
へ
と
展
開
し
て
も
、
文
（
1
6
）
が
持
つ
連
体
は
「
補
充
連
体
」
と
し

て
の
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
「
の
」
は
動
詞
「
焼
く
」
に
対
し
て
ガ
格
－

主
語
と
い
う
明
確
な
関
係
に
あ
る
。

　
さ
て
、
右
の
も
の
は
、
動
詞
「
焼
く
」
の
［
主
体
］
項
目
に
係
わ
る
「
補
充

連
体
」
の
形
式
化
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
関
係
項
目
に
於
い
て
も
同

様
の
把
握
が
で
き
る
。
先
の
（
3
）
か
ら
（
6
）
を
用
い
る
な
ら
ぽ
、

　
　
（
1
7
）
　
少
年
が
焼
く
秋
刀
魚
は
特
売
品
で
す
。
　
　
［
対
象
］

　
　
（
1
8
）
　
少
年
が
焼
く
も
の
は
秋
刀
魚
で
す
。
　
　
［
対
象
］

　
　
（
1
9
）
　
少
年
が
焼
く
の
は
秋
刀
魚
で
す
。
　
　
　
［
対
象
］

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

秋
刀
魚
を
焼
く
七
輪
で
ご
飯
を
炊
い
た
。

秋
刀
魚
を
焼
く
も
の
は
七
輪
だ
。

秋
刀
魚
を
焼
く
の
は
七
輪
だ
。

秋
刀
魚
を
焼
く
夕
暮
れ
に
留
守
を
し
た
。

秋
刀
魚
を
焼
く
と
き
は
夕
暮
れ
で
す
。

秋
刀
魚
を
焼
く
の
は
夕
暮
れ
で
す
。

［
用
具
］

［
用
具
］

［
用
田
ハ
］

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

［
時
間
］
、

［
時
間
］

［
時
間
］

　
　
（
2
6
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
庭
で
遊
ん
だ
。
　
　
　
　
　
［
空
間
］

　
　
（
2
7
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
と
こ
ろ
は
庭
で
す
。
　
　
［
空
間
］

　
　
（
2
8
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
の
は
庭
で
す
。
　
　
　
　
　
［
空
間
］

と
い
う
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
補
充
連
体
」
を
構
成
す
る
形
式
名
詞

は
、
実
体
と
い
う
こ
と
で
三
つ
の
関
係
項
目
の
枠
付
け
に
係
わ
る
「
も
の
」
と

時
空
問
の
枠
付
け
の
「
と
き
」
「
と
こ
ろ
」
、
そ
し
て
何
れ
の
枠
に
も
係
わ
る
も

の
と
し
て
「
の
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
（
2
）
（
7
）
（
8
）
の
「
転
換
連
体
」
で
被
連
体
の
体
言
の
概
念
水
準
を

上
げ
て
い
く
と
、

　
　
（
2
9
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
仕
事
は
煙
た
く
て
大
変
だ
。

　
　
（
3
0
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
こ
と
は
煙
た
く
て
大
変
だ
。
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（
3
1
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
の
は
煙
た
く
て
大
変
だ
。

（
3
2
）

（
3
3
）

（
3
4
）

黙
っ
て
他
人
の
家
の
秋
刀
魚
を
焼
く
事
件
が
流
行
っ
て
い
る
。

黙
っ
て
他
人
の
家
の
秋
刀
魚
を
焼
く
こ
と
が
流
行
っ
て
い
る
。

黙
っ
て
他
人
の
家
の
秋
刀
魚
を
焼
く
の
が
流
行
っ
て
い
る
。

　
　
（
3
5
）
　
猫
が
秋
刀
魚
を
焼
く
話
を
聞
い
た
。

　
　
（
3
6
）
　
猫
が
秋
刀
魚
を
焼
く
こ
と
を
聞
い
た
。

　
　
（
3
7
）
猫
が
秋
刀
魚
を
焼
く
の
を
聞
い
た
。

と
な
り
、
こ
こ
に
も
「
の
」
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　
右
の
「
こ
と
し
「
の
」
と
い
う
形
式
名
詞
に
よ
る
連
体
は
、
「
仕
事
」
「
事
件
」

「
話
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
が
表
す
事
柄
の
枠
付
け
に
あ
た
る
要
素
を
捨
象
し
て

い
る
。
用
言
が
表
す
流
動
的
な
事
態
の
様
相
を
、
「
こ
と
」
は
事
態
と
い
う
範

躊
を
類
概
念
と
し
、
「
の
」
は
事
態
を
も
含
む
実
体
世
界
と
い
う
範
疇
を
類
概

念
と
す
る
体
言
で
あ
る
。
形
式
名
詞
「
こ
と
」
「
の
」
は
言
わ
ば
こ
う
い
つ
た

内
容
を
表
す
枠
で
あ
る
。
用
言
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
流
動
的
な
対
象
を
、

こ
れ
ら
枠
に
よ
っ
て
再
把
握
し
、
体
言
へ
と
転
換
し
た
こ
と
を
表
示
す
る
の
が

形
式
名
詞
に
よ
る
「
転
換
連
体
」
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
形
式
名
詞
の
「
の
賦
が
、
い
ず
れ
の
連
体
に
於
い
て
も
、

旦
ハ
体
的
な
関
係
を
形
式
化
し
た
も
の
と
し
て
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、

次
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
に
至
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、

一
二
つ
の
種
類
の
連
体
関
係
の
、
被
連
体
の
体
言
の
抽
象
度
を
最
も
上
げ
た

も
の
と
し
て

　
　
（
3
8
）
　
秋
刀
魚
を
焼
く
の

更
に
例
と
し
て
示
し
た
文
の
す
べ
て
に
共
通
す
る
、

　
　
（
3
9
）
　
焼
く
の

と
い
う
部
分
を
抽
出
し
、
こ
れ
を
基
に
し
て
関
係
項
目
の
具
体
的
な
枠
組
み
を

越
え
た
抽
象
的
な
関
係
項
目
が
先
行
し
て
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
抽
象
的

な
連
体
が
「
補
充
連
体
」
に
係
わ
る
個
々
の
関
係
項
目
、
な
い
し
は
「
転
換
連

体
」
の
枠
を
支
配
す
る

と
い
う
説
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
の
例
文
で
示
し
た
よ
う
に
、
形

式
名
詞
「
の
」
の
連
体
は
被
連
体
の
体
言
の
抽
象
度
を
高
め
る
こ
と
で
至
っ
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
具
体
的
な
連
体
関
係
が
先
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
転
倒
さ
せ
る
と
、
抽
象
的
な
連
体
関
係
が
先
行
し
、
具
体
的
な
も
の

が
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
き
説
が
横
行
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
い
つ
た
説
が
不
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
言
語
が
そ
の
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
の
我
々
の
認
識
は
、
具
体
的

な
も
の
か
ら
抽
象
的
な
も
の
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。

抽
象
的
に
操
作
で
き
る
段
階
の
形
式
の
類
似
を
以
て
具
体
の
世
界
の
展
開
を
無

視
し
、
こ
れ
を
制
御
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
科
学
的
な
分
析
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
明
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
形
式
名
詞
の
中
に
も
階
層
関
係
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
最
上
位
に
「
の
」
が
位
置
し
、
こ
の
下
位

に
「
も
の
」
「
こ
と
」
及
び
「
と
き
」
「
と
こ
ろ
」
が
対
立
し
て
あ
る
と
い
う
構

図
で
あ
る
。
そ
し
て
以
上
の
こ
と
は
普
通
名
詞
が
形
式
名
詞
を
上
位
と
す
る
体

系
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
名
詞
の
体
系
に
は
、
形

式
名
詞
の
存
在
か
ら
も
い
く
つ
か
の
筋
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

大
き
な
筋
と
し
て
は
「
も
の
」
系
と
「
こ
と
」
系
と
で
あ
り
、
「
の
」
は
言
わ

ば
両
系
、
並
び
に
そ
の
他
の
系
の
頂
点
に
立
っ
て
体
言
で
あ
る
こ
と
の
形
式
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
　
　

表
現
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
山
田
文
法
に
於
け
る
用
言
の
体
言
化

さ
て
、
山
田
孝
雄
が
『
日
本
文
法
論
』
で
「
準
体
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
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ろ
は
「
用
言
が
名
詞
の
資
格
を
う
る
種
々
の
段
階
」
と
し
て
掲
げ
る
中
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
第
四
章
、
語
の
運
用
第
二
、
語
の
転
用
」
と
い
う
組
立
て
の
中
で

の
検
討
で
あ
る
が
、
『
日
本
文
法
学
概
論
』
で
は
「
第
二
十
五
章
、
語
の
転
成
」

「
第
二
十
九
章
、
語
の
転
用
」
と
い
う
よ
う
に
組
立
て
が
異
な
り
、
内
容
の
修

正
が
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
準
体
」
の
原
理
は
『
日
本
文
法
学
概
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）

で
は
論
理
的
精
密
さ
を
犠
牲
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
日
本
文

法
論
』
で
の
枠
組
み
の
も
の
を
基
礎
と
し
、
『
日
本
文
法
学
概
論
』
の
も
の
は

必
要
に
応
じ
そ
の
補
完
の
為
に
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
山
田
の
「
用
言
が
名
詞
の
資
格
を
う
る
種
々
の
段
階
」
の
六
種
類
を
、

そ
の
分
類
の
名
称
と
説
く
と
こ
ろ
の
要
点
を
示
す
な
ら
ぽ
お
よ
そ
次
の
よ
う
に

（
注
5
）

な
る
。

　
（
一
）
　
（
対
象
化
体
言
）
…
…
「
語
其
の
者
が
一
の
概
念
と
し
て
取
扱
は

　
　
　
る
〉
も
の
」

　
　
　
　
・
「
喜
ぶ
」
は
下
二
段
活
用
の
語
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
　
　
・
「
怒
る
」
は
心
情
を
あ
ら
は
す
詞
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
　
　
　
・
「
長
し
」
は
状
態
を
い
ふ
語
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
　
　
・
「
強
ぎ
」
は
形
容
詞
の
連
体
形
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
（
二
）
　
転
成
体
言
…
…
「
属
性
其
の
者
が
抽
象
的
概
念
と
し
て
取
扱
は
る
〉

　
　
　
も
の
」

　
　
　
　
・
「
喜
び
」
は
人
の
最
も
好
む
所
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
　
　
　
・
「
怒
り
」
は
人
間
の
悪
徳
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
　
　
　
・
「
長
さ
」
「
強
さ
」
は
物
に
附
属
せ
る
性
質
な
り
。
　
　
　
　
（
4
7
）

　
（
三
）
　
準
体
句
…
…
「
現
在
あ
る
事
物
に
つ
き
て
属
性
を
述
落
し
て
あ
る
も

　
　
　
の
を
一
の
概
念
と
し
て
取
扱
ふ
も
の
」

　
　
　
　
・
「
入
の
喜
ぶ
」
を
見
れ
ば
う
れ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
　
　
　
・
「
入
の
怒
れ
る
」
は
傍
い
た
き
も
の
な
り
。
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
　
　
　
・
「
髪
の
長
き
」
は
美
人
の
相
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

　
　
　
　
・
「
力
の
強
き
」
は
誇
る
に
足
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
（
四
）
　
代
表
準
体
言
…
…
「
事
物
の
状
態
動
作
等
を
一
の
事
実
と
し
て
睡
れ

　
　
　
を
概
念
的
に
取
扱
う
ふ
も
の
」

　
　
　
　
。
「
喜
ぶ
」
は
よ
く
、
「
怒
る
」
は
あ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
　
　
　
・
「
長
き
」
は
「
短
き
」
の
反
対
に
し
て
「
強
き
」
は
「
弱
き
」
の

　
　
　
　
　
反
対
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

　
（
五
）
　
省
約
準
体
言
…
…
「
現
に
或
事
物
の
状
態
動
作
等
を
装
定
し
て
あ
り

　
　
　
と
見
ら
る
〉
も
の
Σ
一
の
概
念
と
し
て
取
扱
は
る
〉
も
の
」

　
　
　
　
・
「
怒
れ
る
」
は
彼
に
し
て
「
喜
ぶ
」
は
我
な
り
。
　
　
　
　
（
5
4
）

　
　
　
　
・
「
長
き
」
は
竿
と
な
し
「
短
き
」
は
杖
と
な
す
。
　
　
　
　
（
5
5
）

　
（
六
）
　
目
的
準
体
言
…
…
「
あ
る
動
作
事
実
を
陳
述
せ
る
も
の
を
更
に
動
作

　
　
　
の
目
的
と
し
て
一
の
事
実
と
し
て
取
扱
ふ
も
の
」

　
　
　
　
。
　
「
呼
化
を
見
」
　
に
行
一
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
　
　
　
。
「
証
書
を
受
け
」
に
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

　
　
　
　
・
彼
は
河
へ
「
釣
し
」
に
行
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

　
い
ま
、
こ
れ
ら
六
種
類
の
も
の
を
用
言
の
活
用
形
式
で
分
け
る
な
ら
ば
、

　
　
・
連
体
形
と
関
連
す
る
も
の
…
…
準
体
句
　
代
表
準
体
言
　
省
約
準
体
言

　
　
・
連
用
形
と
関
連
す
る
も
の
…
…
転
成
体
言
　
目
的
準
体
言

　
　
・
活
用
形
と
関
係
な
い
も
の
…
…
（
対
象
化
体
言
）

と
な
る
。
更
に
連
体
形
と
関
連
す
る
も
の
を
、
連
体
関
係
の
分
類
と
対
応
さ
せ

る
な
ら
ぽ
、

　
　
・
補
充
連
体
…
…
省
約
準
体
言

　
　
・
転
換
連
体
…
…
準
体
句
　
代
表
準
体
言

と
い
う
繋
が
り
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
こ
れ
ら
準
体
と

連
体
と
の
関
連
を
分
析
す
る
。
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四
　
　
「
省
約
準
体
言
」
の
構
造
と
「
補
充
連
体
」

　
は
じ
め
に
「
省
約
準
体
言
し
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に

前
々
稿
（
参
考
文
献
④
）
で
「
形
式
的
補
充
連
体
」
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
が

あ
る
。
い
ま
そ
れ
も
踏
ま
え
、
山
田
の
説
く
「
省
約
準
体
言
」
と
は
何
か
を
見

る
と
、
右
の
（
五
）
に
示
し
た
以
外
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
第
五
の
例
は
、
外
形
上
、
第
四
の
例
と
異
な
る
事
な
け
れ
ど
、
意
義
に

　
　
至
り
て
は
大
差
あ
り
。
即
第
四
に
て
は
動
作
状
態
を
其
の
ま
〉
と
り
て
一

　
　
の
概
念
と
し
た
る
も
の
な
れ
ど
、
第
五
に
て
は
そ
の
用
言
は
盛
る
実
体
観

　
　
念
を
装
定
せ
る
も
の
な
り
。
而
し
て
其
の
細
田
定
店
は
其
の
用
言
に
領
せ

　
　
ら
れ
て
外
形
上
認
め
ら
れ
ざ
る
な
り
。
之
を
解
す
る
に
は
必
ず
「
人
」

　
　
「
者
し
「
物
」
な
ど
を
其
の
用
言
の
下
に
加
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
（
参
考
文
献

　
　
⑪
、
七
七
〇
頁
）
。

　
　
第
五
の
例
の
も
の
は
連
体
語
た
る
べ
き
性
質
の
も
の
が
、
そ
の
修
飾
せ
ら

　
　
れ
て
あ
る
べ
ぎ
体
言
を
領
得
し
て
体
言
に
準
ぜ
ら
れ
た
る
な
り
（
同
、
七

　
　
七
四
頁
）
。

　
　
第
五
の
例
の
も
の
は
連
体
語
の
す
べ
て
に
通
じ
て
あ
ら
は
る
〉
現
象
に
し

　
　
て
省
約
準
体
言
と
も
称
せ
ら
る
〉
を
適
当
と
す
る
な
り
（
同
、
七
七
四

　
　
頁
）
。

　
　
（
五
）
の
例
に
て
は
主
語
た
る
も
の
は
そ
の
連
体
語
に
修
飾
せ
ら
る
べ
き

　
　
筈
の
も
の
な
り
。
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
「
怒
れ
る
」
は
「
怒
れ
る
も
の
」
の
略
に
し
て
「
そ
の
も
の
」
が
怒

　
　
　
　
れ
る
な
り
。

　
　
　
　
「
喜
ぶ
」
「
長
き
」
「
短
き
」
も
亦
同
じ
。

　
　
さ
れ
ど
、
こ
は
形
式
よ
り
見
た
る
も
の
な
り
。
な
ほ
立
ち
入
り
て
実
質
を

　
　
検
す
る
と
き
は
、
そ
の
主
体
は
大
体
之
を
説
明
せ
る
畑
中
に
何
等
か
の
形

　
　
式
に
て
あ
ら
は
る
〉
な
り
。
即

　
　
　
　
「
怒
れ
る
」
は
「
彼
の
怒
れ
る
し
を
い
ひ
、

　
　
　
　
「
喜
ぶ
」
　
は
「
我
の
喜
ぶ
」
　
を
い
ひ
、

　
　
　
　
「
長
き
」
　
は
「
竿
の
長
き
」
　
を
い
ひ
、

　
　
　
　
「
短
き
」
　
は
「
杖
の
短
き
」
　
を
い
ふ
。

　
　
か
く
の
如
く
し
て
、
実
際
上
の
主
体
は
、
実
は
忙
中
に
存
す
る
を
常
と
す

　
　
（
同
、
七
七
四
～
七
七
五
頁
）
。

　
以
上
の
山
田
の
説
明
は
、
「
省
約
準
体
言
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
用
例
を
、

　
　
（
5
4
－
a
）
　
怒
れ
る
［
者
］
は
彼
に
し
て
、
喜
ぶ
［
者
］
は
我
な
り
。

　
　
（
5
5
－
a
）
　
長
き
［
物
］
は
竿
と
な
し
、
短
き
［
物
］
は
杖
と
な
す
。

と
い
う
よ
う
に
、
被
連
体
の
体
言
が
連
体
関
係
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
補
充
連
体
」
で
あ
り
、
被
連
体
の
体
言

が
具
体
的
な
も
の
で
は
な
く
概
念
の
抽
象
度
を
高
め
た
形
式
名
詞
と
し
て
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
意
味
関
係
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
原

型
の
文
を
設
定
し
、
例
文
を
再
構
成
す
る
な
ら
ぽ
、

　
　
（
5
4
－
b
）
　
ア
ル
［
者
］
が
怒
れ
る
、
ソ
レ
は
彼
に
し
て
、
ア
ル
［
者
］

　
　
　
が
喜
ぶ
、
ソ
レ
は
我
な
り
。

　
　
（
5
5
－
b
）
　
ソ
ノ
［
物
］
　
伸
長
し
、
ソ
レ
は
竿
と
な
し
、
ソ
ノ
［
物
］
ハ

　
　
　
短
し
、
ソ
レ
は
杖
と
な
す
。

と
い
う
も
の
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
「
補
充
連
体
」
の
関
係
に
、

最
も
抽
象
度
の
古
同
い
形
式
名
詞
「
の
」
を
用
い
れ
ば
、

　
　
（
5
4
－
c
）
　
怒
れ
る
［
の
］
は
彼
に
し
て
、
喜
ぶ
［
の
］
は
我
な
り
。

　
　
（
5
5
－
c
）
　
長
き
［
2
は
竿
と
な
し
、
短
き
［
の
］
は
杖
と
な
す
。

と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
形
式
名
詞
「
の
」
が
省
略
さ
れ
、
「
補
充
連
体
」
の
関

係
が
連
体
形
用
言
に
集
約
さ
れ
た
と
見
な
す
な
ら
ぽ
、
言
い
替
え
る
な
ら
ぽ
、

被
連
体
の
体
言
が
形
式
「
零
」
と
な
る
「
補
充
連
体
」
を
構
成
し
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（
5
4
1
d
）
　
怒
れ
る
［
¢
］
は
彼
に
し
て
、
喜
ぶ
［
¢
］
は
我
な
り
。

　
　
（
5
5
1
d
）
　
長
き
［
¢
］
は
竿
と
な
し
、
短
き
［
¢
］
は
杖
と
な
す
。

と
捉
え
る
と
き
、
連
体
成
分
で
あ
る
用
言
を
「
省
約
準
体
言
」
と
把
握
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
そ
の
修
飾
さ
れ
て
あ
る
べ
き
体
言
を
領
得
し

て
」
と
は
、
用
言
の
連
体
形
が
「
補
充
連
体
」
の
関
係
を
内
部
構
造
と
し
て
具

有
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
了
解
で
き
る
。
山
田
に
於
け
る
「
省
約

準
体
言
」
の
解
析
は
、
「
補
充
連
体
」
の
形
式
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
上
の

よ
う
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
「
準
一
句
」
「
代
表
準
体
言
」
の
構
造
と
「
転
換
連
体
」

　
次
に
「
準
体
句
」
と
「
代
表
準
体
言
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
右
の
説
明
と

例
文
を
基
に
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
準
体
が
「
転
換
連
体
」
の
関
係
に
あ
る
こ

と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
、
山
田
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
更
に

加
え
て
お
く
。

　
「
準
体
句
」

　
　
第
三
の
例
に
あ
り
て
は
用
言
は
或
主
体
に
対
し
て
何
等
か
の
属
性
を
述
べ

　
　
て
其
の
述
語
と
な
れ
る
な
り
。
而
し
て
そ
の
主
体
と
述
語
と
の
混
一
体
即

　
　
文
を
以
て
体
言
の
資
格
に
立
た
し
め
し
も
の
な
れ
ば
、
唯
事
に
用
言
其
の

　
　
者
を
体
言
と
し
概
念
と
し
た
る
と
は
異
な
り
（
参
考
文
献
⑪
、
七
六
九

　
　
頁
）
。

　
「
代
表
準
体
言
」

　
　
　
第
四
の
例
に
於
い
て
は
「
喜
ぶ
」
は
其
の
喜
ぶ
状
態
「
怒
る
」
は
其
の

　
　
怒
る
事
実
を
さ
す
も
の
に
し
て
他
の
義
に
は
あ
ら
ず
。
「
長
き
」
「
強
き
」

　
　
も
又
然
り
。
即
、
あ
る
も
の
が
其
の
動
作
、
状
態
に
立
て
る
、
其
の
動
作

　
　
状
態
を
其
の
ま
〉
と
り
て
一
の
概
念
と
し
た
る
な
り
。
こ
の
故
に
之
に
解

　
　
を
與
へ
む
に
は
「
喜
び
て
る
る
」
「
怒
り
て
る
る
」
「
長
く
あ
る
」
「
強
く

　
　
あ
る
」
の
義
に
と
る
べ
し
。
上
の
三
例
（
対
象
化
体
言
、
転
成
体
言
、
準

　
　
体
単
一
筆
者
注
）
と
異
な
り
。
殊
に
第
二
例
（
転
成
体
言
一
筆
者
注
）
と

　
　
紛
れ
な
ぬ
よ
う
に
注
意
す
べ
き
な
り
。
第
二
の
抽
象
的
の
例
は
現
存
の
如

　
　
何
に
か
〉
は
ら
ず
、
唯
抽
象
的
に
其
の
属
性
を
固
定
せ
し
め
て
一
の
概
念

　
　
と
し
た
る
の
み
。
こ
れ
は
然
ら
ず
、
其
の
属
性
は
た
と
へ
現
存
の
も
の
な

　
　
ら
ず
と
も
吾
人
に
は
現
存
の
如
く
、
或
事
物
が
其
の
動
作
状
態
に
立
て
り

　
　
と
思
惟
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
動
作
状
態
が
其
の
ま
〉
吾
人
の
意

　
　
識
に
映
写
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
か
く
て
厳
密
に
い
へ

　
　
ば
こ
の
第
四
の
例
は
全
く
固
形
的
に
体
言
に
資
格
を
か
へ
を
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
即
こ
れ
ら
は
体
言
と
し
て
取
扱
は
る
と
し
て
も
な
ほ
用
言
と
し
て
の
性
質

　
　
も
残
留
し
、
体
言
と
用
言
と
の
中
間
に
あ
る
が
如
く
見
ゆ
る
な
り
（
同
、

　
　
七
六
九
～
七
七
〇
頁
）
。

　
　
第
四
の
例
に
て
は
こ
れ
ら
（
省
約
準
体
言
t
筆
者
注
）
と
全
く
性
質
を
異

　
　
に
す
。
そ
の
主
体
た
る
も
の
は
文
句
の
中
に
求
む
る
こ
と
能
は
ず
。
そ
の

　
　
準
体
言
そ
の
も
の
が
即
主
体
の
代
表
た
る
も
の
な
り
。

　
　
　
「
喜
ぶ
」
「
怒
る
」
は
そ
の
事
の
代
表
に
し
て
他
に
主
体
を
求
む
べ
く

　
　
　
も
あ
ら
ず
。
又

　
　
　
す
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し

　
　
の
如
き
に
於
い
て
も
同
じ
関
係
な
る
を
み
る
べ
し
。
こ
れ
ら
を
前
の
（
省

　
　
約
準
体
言
一
筆
者
注
）
と
区
別
し
て
代
表
準
体
言
と
称
す
る
こ
と
を
う
べ

　
　
し
（
同
、
七
七
五
頁
）
。

　
さ
て
、
右
の
説
明
よ
り
す
れ
ぽ
、
山
田
は
「
準
体
句
」
を
用
言
が
述
定
の
働

き
を
し
た
も
の
、
即
ち
文
と
し
て
あ
る
も
の
の
全
体
が
体
言
の
資
格
と
な
る
も

の
を
指
し
て
言
う
。
こ
れ
は
「
転
換
連
体
」
の
被
連
体
の
体
言
を
抽
象
化
し
、

関
係
の
実
質
を
連
体
句
と
な
る
文
に
担
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
こ
と

を
例
文
（
4
8
）
に
見
る
な
ら
ば
、
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（
4
8
－
a
）
　
「
人
の
喜
ぶ
」
［
様
子
］
を
見
れ
ば
う
れ
し
。

　
　
（
4
8
－
b
）
　
「
人
の
喜
ぶ
」
［
こ
と
］
を
見
れ
ば
う
れ
し
。

　
　
（
4
8
1
c
）
　
「
人
の
喜
ぶ
」
［
の
］
を
見
れ
ば
う
れ
し
。

　
　
（
4
8
1
d
）
　
「
人
の
喜
ぶ
」
［
¢
］
を
見
れ
ば
う
れ
し
。

と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
転
換
連
体
」
の
形
式
化
と
い
う
内
部
構

造
を
見
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
代
蓑
準
体
言
」
に
つ
い
て
も
、

　
　
（
5
2
　
a
）
　
「
喜
ぶ
」
［
こ
と
］
は
よ
く
、
「
怒
る
」
［
こ
と
］
は
あ
し
。

　
　
（
5
2
　
b
）
　
「
喜
ぶ
」
［
の
］
は
よ
く
、
「
怒
る
」
［
の
］
は
あ
し
。

　
　
（
5
2
　
c
）
　
「
喜
ぶ
嵐
［
¢
］
は
よ
く
、
「
怒
る
」
［
¢
］
は
あ
し
。

　
　
（
5
3
　
a
）
　
「
長
き
」
［
こ
と
］
は
「
短
き
」
［
こ
と
〕
の
反
対
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
「
強
き
」
［
こ
と
］
は
「
弱
き
」
［
こ
と
］
の
反
対
な
り
。

　
　
（
5
3
　
b
）
　
「
長
き
」
［
の
〕
は
「
短
き
」
［
の
］
の
反
対
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
「
強
き
」
［
の
］
は
「
弱
き
」
［
の
］
の
反
対
な
り
。

　
　
（
5
3
1
c
）
　
「
長
き
」
「
¢
］
は
「
短
き
」
［
¢
〕
の
反
対
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
「
強
き
」
［
¢
］
は
「
弱
き
し
［
¢
］
の
反
対
な
り
。

と
い
う
よ
う
に
「
準
体
質
し
と
同
じ
く
「
転
換
連
体
」
の
形
式
化
の
観
点
で
そ

の
内
部
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
対
象
と
す
る
世
界
に
対
し
て
、

属
性
と
し
て
の
把
握
、
こ
れ
が
連
体
の
用
言
に
よ
る
把
握
で
あ
り
、
枠
と
し
て

の
実
体
的
な
把
握
、
こ
れ
が
形
式
零
の
被
連
体
の
体
言
に
よ
る
把
握
、
と
い
う

二
種
類
の
把
握
の
方
式
に
よ
り
組
み
立
て
ら
れ
た
表
現
が
「
代
表
準
体
言
」
で

あ
る
。
「
全
く
固
形
的
に
体
言
に
資
格
を
か
へ
を
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
か
「
体
言

と
用
言
と
の
中
間
に
あ
る
が
如
く
見
ゆ
る
。
」
と
い
う
二
重
性
は
、
同
一
対
象

に
対
す
る
表
現
の
二
重
性
と
い
う
「
転
換
連
体
」
が
有
す
る
表
現
の
二
重
性
に

由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
田
は
「
準
昼
下
」
と
「
代
表
準
体
言
」
と
を
異
な
る
も
の
と

し
て
分
類
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
「
代
表
準
体
言
」
の
説
明
に
、

　
　
　
さ
て
こ
れ
ら
の
あ
ら
は
る
〉
に
は
用
言
単
独
に
て
あ
ら
は
る
〉
も
の
と

　
　
補
語
を
伴
い
て
あ
ら
は
る
〉
も
の
と
あ
り
（
同
、
七
七
六
頁
）
。

と
し
て
、
次
の
例
文
を
上
げ
て
い
る
。
尚
、
番
号
は
私
に
よ
る
。

　
　
（
5
9
）
　
車
を
走
ら
す
る
も
あ
り
馬
に
乗
る
も
あ
り
。

　
　
（
6
0
）
友
の
横
浜
へ
行
き
し
は
昨
日
と
思
ひ
し
を
。

　
ま
た
、
『
日
本
文
法
学
概
論
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

　
　
　
準
体
言
目
的
準
体
言
は
い
つ
れ
も
一
方
に
於
い
て
用
言
と
し
て
の
活
動

　
　
を
な
せ
る
も
の
な
れ
ぽ
、
用
言
と
し
て
の
性
質
は
十
分
発
揮
し
う
べ
き
も

　
　
の
な
り
。
即
ち
そ
の
用
言
に
対
し
て
の
主
格
を
有
し
、
補
格
を
有
し
、
賓

　
　
格
を
有
し
う
べ
く
、
又
修
飾
格
を
も
伴
ひ
う
べ
き
も
の
た
る
が
…
…

　
　
（
参
考
文
献
⑫
六
四
七
頁
）
。

　
以
上
の
説
明
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
代
衰
準
体
言
」
に
格
の
要
素
等

を
加
え
個
別
具
体
化
し
た
も
の
が
「
準
体
句
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、

「
準
体
句
」
か
ら
個
別
的
な
要
素
を
捨
象
し
抽
象
化
を
行
っ
た
も
の
が
「
代
表

準
体
言
」
と
も
言
え
る
こ
と
に
な
る
。
「
準
体
句
」
も
「
代
表
準
体
言
」
も
用

言
が
述
定
、
即
ち
述
語
と
し
て
あ
る
こ
と
と
同
時
に
体
言
と
し
て
も
あ
る
と
い

う
二
重
性
を
そ
の
存
立
の
特
徴
と
し
て
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、

述
語
を
持
つ
こ
と
を
喚
起
す
る
「
準
体
句
」
を
こ
の
「
準
体
」
の
代
表
と
し
て

考
え
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
以
上
、
用
言
が
名
詞
の
資
格
を
得
る
も
の
の
中
、
山
田
の
言
う
「
準
体
」
に

つ
い
て
そ
の
内
部
構
造
を
連
体
構
造
と
の
関
連
か
ら
分
析
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

検
討
に
よ
れ
ぽ
、
「
準
体
」
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
一
つ
は
、
修
飾
さ
れ
る
体
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言
が
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
形
式
零
と
な
る
と
い
う
「
補
充
連

体
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
｝
つ
は
、
文
が
属
性
を
表
現
す
る
と
共
に
実

体
化
さ
れ
体
言
の
資
格
を
獲
得
す
る
と
い
う
「
転
換
連
体
」
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。　
こ
こ
か
ら
更
に
展
開
さ
れ
る
課
題
は
、
「
準
体
」
が
文
中
で
担
わ
さ
れ
る
性

質
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
準
体
」
が
文
中
で
担
わ
さ
れ
る
性
質
と
は
、
従
属
句

と
し
て
構
成
さ
れ
た
名
詞
句
が
主
文
に
対
し
て
示
す
有
り
様
の
こ
と
で
あ
る
。

被
連
体
の
体
言
が
「
の
」
か
「
こ
と
」
か
と
い
っ
た
種
類
の
異
な
り
と
、
主
文

の
述
語
と
の
関
係
と
い
っ
た
こ
と
は
度
々
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
最
も
象

徴
的
な
こ
と
を
一
つ
上
げ
る
と
す
る
な
ら
ぽ
、
名
詞
句
中
の
助
詞
ノ
が
果
た
す

機
能
の
弁
別
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
助
詞
ノ
は
主
格
を
褒
す
の
か
、
連
体

格
を
表
す
の
か
、
若
し
く
は
そ
の
他
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
例

え
ば
、
石
垣
謙
一
　
（
参
考
文
献
①
）
が
名
詞
句
の
種
類
と
し
て
表
す

　
　
（
6
1
）
　
友
の
遠
方
よ
り
訪
れ
た
る
を
喜
ぶ
。
　
　
（
作
用
性
名
詞
句
）

　
　
（
6
2
）
友
の
遠
方
よ
り
訪
れ
た
る
を
も
て
な
す
。
（
形
容
詞
性
名
詞
句
）

と
い
う
エ
つ
の
準
警
句
は
、

　
　
（
6
1
－
a
）
　
友
の
遠
方
よ
り
訪
れ
た
る
［
の
ロ
（
コ
ト
）
］
を
喜
ぶ
。

　
　
（
6
2
－
b
）
友
の
遠
方
よ
り
訪
れ
た
る
［
の
ー
ー
（
モ
ノ
）
］
を
も
て
な
す
。

と
い
う
よ
う
に
、
連
体
構
造
の
分
析
か
ら
「
転
換
連
体
」
と
「
補
充
運
体
」
の

違
い
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
（
6
1
）

は
主
格
、
（
6
2
）
は
連
体
格
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
友
の
」
と
い
う
名

詞
句
の
部
分
が
ど
の
よ
う
な
構
文
関
係
を
構
成
し
て
い
る
か
を
、
日
本
語
の
文

構
造
と
し
て
原
理
的
に
分
析
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　
　
（
6
3
）
　
西
瓜
の
う
ま
い
や
つ
が
食
べ
た
い
。

　
　
（
6
4
）
　
風
船
の
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
は
も
う
有
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
（
6
5
）
　
切
符
の
切
ら
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

等
の
文
の
分
析
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
至
る
。

　
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
準
体
」
の
名
が
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
、
「
目
的
準
体
言
」

に
つ
い
て
言
及
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
転
成
体
言
」
と
同
じ
く
、

連
用
形
で
の
も
の
で
あ
る
。
連
用
形
単
独
の
「
転
成
体
言
」
と
格
成
分
そ
の
他

を
纏
っ
た
「
目
的
準
体
言
」
を
統
一
的
に
分
析
す
る
観
点
は
ど
の
よ
う
に
持
つ

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
連
用
形
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
「
台
風
一
過

線
路
宙
づ
り
」
と
か
「
税
金
○
○
億
円
取
り
は
ぐ
れ
」
と
い
っ
た
新
聞
の
見
出

し
表
現
な
ど
の
臨
時
一
語
（
参
考
文
献
⑧
）
は
、
元
々
は
文
と
し
て
の
句
的
体

言
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
台
風
○
○
号
本
州
を
直
撃
」
「
臨
時
国
会
き
ょ
う
召

集
」
と
い
う
よ
う
に
漢
語
の
も
の
も
あ
る
。

　
用
言
で
あ
る
も
の
が
体
言
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
を
広
く
「
準
体
」

と
称
す
る
な
ら
ぽ
、
連
体
形
準
体
と
連
用
形
準
体
と
で
は
、
用
言
と
し
て
表
現

さ
れ
る
意
味
の
加
工
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
比
喩
的
に
述
べ
る
な
ら

次
の
よ
う
で
あ
る
。
連
体
形
の
も
の
で
は
、
箱
詰
め
さ
れ
た
用
言
の
世
界
は
箱

の
外
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
箱
の
中
で
は
自
由
に
動
き
回
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
連
用
形
の
も
の
で
は
、
冷
凍
さ
れ
動
き
が
封
じ
ら
れ
て
い
る
。

前
者
が
作
用
的
で
あ
り
、
後
者
が
状
態
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

文
末
述
語
の
姿
と
し
て
「
ノ
ダ
」
の
構
文
や
推
量
表
現
の
い
く
つ
か
な
ど
、
文

末
に
於
け
る
連
体
現
象
と
も
関
連
す
る
。
推
量
に
つ
い
て
は
以
前
論
じ
た
こ
と

が
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
）
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
も
含
め
、
用
言
の
体
言
化
、
即
ち
名
詞
の
資
格
を
得
る

こ
と
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
の
全
体
に
亙
る
原
理
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
連
体
の
構
造
の
分
析
の
第
五
段
と
し
て
、
「
準
体
」
と
連
体
と
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。



㈲連体の構造
（11）

〈
注
〉

（
1
）
　
次
の
例
、

　
　
　
　
（
A
）
　
　
秋
刀
魚
を
焼
く
煙

　
　
　
　
（
A
－
a
）
＊
煙
▽
秋
刀
魚
を
焼
く
。
　
　
［
P
］

　
　
　
　
（
B
）
　
　
　
秋
刀
魚
を
焼
く
匂
い

　
　
　
　
（
B
－
a
）
＊
匂
い
▽
秋
刀
魚
を
焼
く
。
　
［
P
］

　
　
の
「
煙
」
「
匂
い
」
も
補
充
関
係
に
直
接
繰
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ

　
　
と
か
ら
「
外
の
関
係
」
と
い
う
枠
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
転
換
連
体
」
と

　
　
は
異
な
る
内
部
構
造
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
補
充
連
体
」
の
特
殊
な
も
の
と
し

　
　
て
「
展
開
連
体
」
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
）
。

（
2
）
　
形
式
名
詞
に
つ
い
て
は
次
の
松
下
大
三
郎
の
説
明
が
そ
の
特
徴
を
よ
く
表
し

　
　
て
い
る
。

　
　
　
　
形
式
名
詞
は
実
質
的
意
義
を
控
除
し
て
形
式
的
意
義
だ
け
を
表
は
す
も
の

　
　
　
　
で
あ
る
か
ら
実
際
に
説
話
の
中
に
用
み
る
場
合
に
は
他
語
を
以
て
其
の
控

　
　
　
　
除
し
た
実
質
的
意
義
を
補
充
し
な
け
れ
ぽ
意
義
が
具
備
し
な
い
。
例
へ
ぽ

　
　
　
　
「
者
は
拒
ま
ず
」
「
筈
な
し
」
と
云
っ
て
は
分
ら
な
い
が
「
来
る
者
」
「
知

　
　
　
　
ら
ざ
る
筈
」
な
ど
云
へ
ば
分
る
。
（
参
考
文
献
⑨
、
二
〇
六
頁
）

（
3
）
　
体
言
の
体
系
を
合
理
的
に
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
山
田

　
　
孝
雄
（
参
考
文
献
⑪
、
一
七
九
頁
）
が
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
の
名
目

　　
@　?
y
愈
懸
樋
…
一
一
一
一
繰

　
　
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
本
文
中
に
述
べ
た
体
系
云
々
は
山
田
の
「
実
体

　
　
言
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
「
実
体
言
」
に
つ
い
て
山
田
は

　
　
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
実
体
言
は
或
［
の
概
念
が
其
の
本
体
を
直
接
あ
ら
は
す
も
の
、
即
、
実
質

　
　
を
直
接
に
代
表
せ
る
も
の
な
れ
ぽ
、
そ
の
実
質
の
異
な
る
も
の
に
は
応
用

　
　
す
べ
か
ら
ざ
る
性
質
を
有
す
る
体
書
な
り
。

　
　
　
　
人
、
馬
、
草
、
石
、
机
、
地
球
、
精
神
、
美
、
勢
力
、
鬼
、
学
術
、

　
　
等
皆
こ
れ
な
り
。
其
の
さ
す
所
の
実
体
現
存
す
る
か
、
若
く
は
存
在
す
と

　
　
思
惟
せ
ら
れ
て
他
の
物
に
交
換
す
る
こ
と
能
は
ず
、
其
の
実
体
の
一
定
せ

　
　
る
も
の
こ
れ
な
り
（
参
考
文
献
⑪
、
一
七
七
頁
）
。

　
山
田
の
「
形
式
体
言
」
は
そ
の
分
類
に
み
る
よ
う
に
、
所
謂
「
形
式
名
詞
」

で
は
な
い
。
「
形
式
名
詞
」
の
名
称
と
そ
の
実
質
の
取
り
上
げ
は
（
注
2
）
に
示

し
た
松
下
大
三
郎
が
先
行
す
る
。
但
し
山
田
に
は
、
　
「
名
詞
」
即
ち
「
実
体
言
」

の
枠
の
中
に
「
二
、
名
詞
中
特
別
の
注
意
を
要
す
る
も
の
』
の
項
目
を
立
て
、

特
別
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
接
続
詞
と
誤
認
さ
れ
る
も
の

が
あ
る
と
説
く
。
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
以
下
に
記
す
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
名
詞
、
即
ち
「
実
体
言
」
の
枠
付
け
と
「
形
式
名
詞
」
の
体
系
的
把

握
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で

あ
る
。

　
　
○
そ
の
立
雪
転
頗
る
広
汎
に
し
て
単
独
に
て
は
如
何
な
る
意
義
か
を
子
細
に

　
　
　
補
足
し
難
き
ま
で
に
見
ゆ
る
も
の

　
　
。
事
物
の
理
…
…
…
…
…
・
…
：
・
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
「
故
」
「
為
」

　
　
。
普
遍
の
形
式
…
・
・
…
：
・
…
…
…
・
…
…
「
時
」
「
間
」
「
処
」
「
事
」
「
物
」

　
　
。
事
物
の
程
度
…
…
…
…
…
：
：
・
…
…
…
…
・
…
「
ほ
ど
」
「
位
」
「
こ
ろ
」

　
　
。
事
物
の
列
挙
的
形
式
：
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
・
「
條
」
「
件
」

　
　
○
事
物
の
間
の
関
係
を
抽
象
的
に
表
せ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ
　
　
　
ウ
シ
ロ
　
　
ウ
エ
　
　
　
ナ
カ
　
　
　
シ
タ

　
　
。
空
間
…
：
：
…
－
…
…
…
「
前
」
門
後
」
「
上
㎏
「
中
し
「
下
」
「
左
嶋
「
右
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
キ
　
　
　
ノ
チ

　
　
。
時
間
・
…
…
…
…
…
…
：
…
7
…
…
…
：
門
前
」
「
後
」
「
始
」
「
中
」
「
終
」

　
（
参
考
文
献
⑪
、
「
八
三
～
一
八
七
頁
要
約
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
文
中
で
の
「
も
の
」
系
「
こ
と
」

系
の
名
詞
の
体
系
と
は
、
体
言
全
体
の
中
で
は
部
分
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る

に
留
ま
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。



珊
　
　
（
4
）
　
論
理
的
精
密
さ
を
犠
牲
に
す
る
と
は
、
『
日
本
文
法
学
概
論
』
で
の
次
の
よ
う

　
　
　
　
な
記
述
か
ら
窺
え
よ
う
。
尚
「
第
四
の
場
合
」
「
第
五
の
場
合
」
と
は
本
文
中
に

　
　
　
　
示
し
た
分
類
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
上
の
第
四
の
場
合
と
第
五
の
場
合
と
は
厳
密
に
い
へ
ば
区
別
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
な
る
が
、
そ
が
用
言
の
属
性
の
活
動
を
い
ひ
あ
ら
は
し
つ
〉
、
し
か
も
、

　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
以
て
体
言
の
取
扱
い
を
な
す
点
に
於
い
て
二
者
共
通
な
る
を
以
て

　
　
　
　
　
　
こ
〉
に
便
宜
上
こ
れ
を
一
括
し
て
説
く
こ
と
〉
し
、
そ
れ
ら
を
名
づ
け
て

　
　
　
　
　
　
準
体
言
と
い
ふ
べ
し
。
即
ち
こ
れ
ら
は
、
｝
面
に
於
い
て
用
言
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
活
動
を
有
し
つ
つ
、
し
か
も
文
句
中
に
あ
り
て
は
体
言
に
準
ぜ
ら
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
れ
ら
の
資
格
を
以
て
取
扱
は
る
〉
も
の
に
し
て
そ
の
活
用
形
は
常
に
連
体

　
　
　
　
　
　
形
を
と
る
も
の
な
り
と
す
（
参
考
文
献
⑫
、
六
四
三
頁
）
。

　
　
　
　
　
即
ち
、
山
田
は
、
「
代
表
準
体
言
」
「
省
約
準
体
言
」
と
い
う
名
称
で
の
準
体

　
　
　
　
の
内
部
構
造
の
分
類
を
、
形
態
と
機
能
の
同
等
性
か
ら
放
棄
す
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
の
本
文
中
で
の
検
討
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
き
る
よ
う
に
、
「
代
表
」
「
省
約
」
と
い
う
観
点
は
、
そ
こ
で
の
用
言
が
ど
の
よ

　
　
　
　
う
な
内
部
構
造
を
成
し
て
い
る
か
を
表
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
5
）
　
名
称
、
そ
の
下
の
引
用
、
及
び
用
例
は
『
日
本
文
法
論
』
か
ら
の
も
の
で
あ

　
　
　
　
る
。
但
し
分
類
名
称
の
（
［
）
（
二
）
は
『
日
本
文
法
論
』
に
は
な
い
も
の
で
あ

　
　
　
　
る
。
「
対
象
化
体
言
」
は
、
「
第
｝
は
そ
の
語
そ
の
も
の
を
そ
の
ま
〉
説
明
の
対

　
　
　
　
象
と
す
る
も
の
に
し
て
」
（
参
考
文
献
⑫
、
六
四
一
頁
）
と
い
う
内
容
を
取
り
私

　
　
　
　
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
転
成
体
言
」
は
『
日
本
文
法
学
概
論
』
か
ら

　
　
　
　
で
あ
る
。
例
文
の
下
に
つ
け
た
番
号
は
、
私
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
尚
、
（
一
）
の
例
文
の
一
つ
目
は
『
日
本
文
法
学
概
論
』
で
は
、

　
　
　
　
　
　
「
喜
ぶ
」
は
四
段
活
用
の
動
詞
な
り
。

　
　
　
　
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
用
例
に
細
か
な
違
い
を
見
る
こ
と
が

　
　
　
　
で
き
る
が
、
大
勢
に
影
響
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

①
石
垣
謙
二
「
作
用
性
用
言
反
発
の
法
則
」
（
『
助
詞
の
歴
史
的
研
究
』
岩
波
書
店
、

　
　
　
　
　
一
九
五
五
年
）

②
石
神
照
雄
「
連
体
の
構
造
（
一
）
一
格
の
連
体
と
そ
の
周
辺
一
」
（
『
日
本
語
論
究

　
　
　
　
　
3
』
和
泉
書
院
、
　
一
九
九
二
）

③
同
　
「
連
体
の
構
造
（
二
）
1
格
の
連
体
と
焦
点
化
一
」
（
『
信
州
大
学
教
養

　
　
　
　
　
部
紀
要
』
二
六
号
、
｝
九
九
二
年
）

④
同
　
「
連
体
の
構
造
（
三
）
一
補
充
連
体
の
形
式
化
と
区
分
1
」
（
『
信
州
大

　
　
　
　
　
学
教
養
部
紀
要
』
二
七
号
、
一
九
九
三
年
）

⑤
同
　
「
連
体
の
構
造
（
四
）
1
形
式
名
詞
『
の
』
に
よ
る
転
換
運
体
一
」

　
　
　
　
　
（
『
信
州
大
学
教
養
部
紀
要
二
八
号
、
一
九
九
四
年
）

⑥
同
　
「
推
量
の
認
識
と
構
文
」
（
『
国
語
学
』
一
七
四
集
、
一
九
九
三
年
）

⑦
寺
村
秀
夫
「
連
体
修
飾
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
一
～
四
」
（
『
日
本
語
・
日
本
文
化
』

　
　
　
　
　
四
～
七
号
、
一
九
七
五
年
～
七
八
年
忌

⑧
林
四
郎
　
「
臨
時
一
語
の
構
造
」
（
『
国
語
学
』
；
＝
集
、
一
九
八
二
年
）

⑨
松
下
大
三
郎
『
標
準
日
本
文
法
』
（
紀
元
社
、
一
九
二
四
年
）

⑩
同
　
『
改
選
標
準
日
本
文
法
』
（
紀
元
社
、
一
九
二
八
年
。
勉
上
社
、
訂
正
再

　
　
　
　
　
版
、
一
九
七
八
年
）

⑪
山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
論
』
（
宝
下
館
、
｝
九
〇
八
年
）

⑫
同
　
『
日
本
文
法
学
概
論
』
（
宝
文
館
、
一
九
三
六
年
）

〈
付
記
〉

　
本
稿
は
、
「
連
体
の
構
造
（
四
）

く
も
の
で
あ
る
。

1
形
式
名
詞
『
の
』
に
よ
る
転
換
連
体
1
一
に
続

一
一
九
九
四
年
九
月
三
十
日
ー


